
１）ガイドウォールは、セメント改良を施した地盤に、

    鋼材(H-350*350)を２段に設置し、上部を敷き鋼

    板(t=25㎜1.5m×3.0m)で養生する。

２）作業床は、地盤改良を施し、砕石路盤、必要に応

    じ敷鉄板を敷設する。

１）掘削機はMPD-TMX掘削機を使用し、壁厚650㎜で

　　掘削する。

２）掘削長は、１ｶﾞｯﾄ、１ｴﾚﾒﾝﾄを標準とする。

３）掘削箇所をﾊﾞｯｸﾎｰで先行掘削を2.0m程度行い、固

　　定枠をｴﾚﾒﾝﾄ割付け墨に従いｶﾞｲﾄﾞｳｫｰﾙに固定する。

　　掘削した残土は2.0tﾀﾞﾝﾌﾟで土砂ﾋﾟｯﾄへ運搬する。

４）掘削完了後、超音波測定装置により、掘削精度を

　　確認し、所定の精度内に無い時は、修正掘削を行

　　う。

５）掘削精度確認後、掘削機によるスライム処理を行

　　う。

 

１）掘削完了後、攪伴装置を設置し、ｺﾝﾌﾟﾚﾂｻｰ(7m3

 
２）攪伴後、採水器により溝底部、上部の安定液を採

　　水し、比重が均一になっているか確認する。

２．掘削工 ３．攪伴装置の設置１．ガイドウォール、作業床 ４．固化液投入 ５．芯材建込み

土留壁（先行）原位置攪伴方式施工順序図（１）

　　／min）によるエアー攪伴を30min行う。

１）安定液比重の均一性を確認後、ｴｱｰ攪伴を停止し、

　　ﾄﾚﾐｰ管(φ150㎜)、9(3.0m×3本)を挿入する。

２）掘削完了後の超音波測定の結果から求められた、

　　内部容積を算出し、固化材投入量を決定する。

３）ﾓﾙﾀﾙﾌﾟﾗﾝﾄでW/C=50%で混練した固化液をｸﾞﾗｳ

　　ﾄﾎﾟﾝﾌﾟで圧送し、ﾄﾚﾐｰ管内に投入する。

４）固化液打設による余剰安定液は、水中ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟで

　　液槽に回収し、再利用する。

５）所定の固化液を投入後、ﾄﾚﾐｰ管を撤去し、攪伴装

　　置のｴｱｰ攪伴を再開、混合攪伴(30min)する。

６）所定の時間攪伴後、固化液を溝壁底部、上部より

　　採水し、比重の均一性を確認後、攪伴装置を撤去
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１）ｶﾞｲﾄﾞｳｫｰﾙ上に、芯材位置の墨出しを行う。

　　墨出し位置から仮受け冶具をﾌﾞﾙﾏﾝで所定の位置

２）芯材を吊り上げ、芯材にｽﾍﾟｰｻｰを溶接し、所定

　　の位置に挿入、ﾄﾗﾝｼｯﾄ2台で芯材の垂直性を確認し

３）所定の位置で仮受けを行い、継ぎ足し用の添接板を

　　取り付け上部芯材とﾎﾞﾙﾄ接合し、ﾄﾗﾝｼｯﾄで鉛直性

４）全数挿入後、芯材頭部に本受冶具を接続し、ｶﾞｲﾄﾞ

　　ｳｫｰﾙ上に設置固定する。

５）翌朝、固化状況を確認後、本受冶具を撤去し、敷

　　き鋼板を設置、養生を行う。

　　に固定する。

　　ながら建込む。

　　を確認し、挿入する。

　　する。
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７．攪伴装置の設置 ８．固化液投入６．掘削工 ９．芯材建込み

土留壁（後行）原位置攪伴方式施工順序図（２）

１）１．先行掘削工と同様ﾊﾞｯｸﾎｰによる先行掘削を行

　　い、固定枠を設置固定する。

２）掘削は、先行ELの端部を切削(100㎜)しながら所

　　定の深度まで掘削する。

３）固化材の切削量に応じ、安定液ﾌﾟﾗﾝﾄで劣化防止材

　　を安定液内に投入し、安定液のゲル化、劣化を防止

　　する。

４）掘削完了後、超音波測定装置により掘削精度、ｶｯ

　　ﾃｨﾝｸﾞ量を把握し、所定精度内にないときは、修正

５）掘削精度確認後、掘削機によるｽﾗｲﾑ処理を行う。

１）先行ｴﾚﾒﾝﾄ3.攪伴機の設置と同様設置攪伴を行う。 １）先行ｴﾚﾒﾝﾄ4.固化液投入の順序1)～5)まで同様で

　　ある。

２）5)まで完了後、ｽｸﾚﾊﾟｰを挿入し、先行ｴﾚﾒﾝﾄの壁

　　面を清掃しながら両端部のｴｱｰ攪伴を行う。

３）所定の時間攪伴後、固化液を溝壁底部、上部より

　　採水し、比重を確認し、装置を撤去する。

１）先行ｴﾚﾒﾝﾄ5.芯材建込と同様に芯材建込を行う。
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　　掘削を行う。
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